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はじめに
質問応答システムは 自然言語で与えた質問に対し 文
書群より適切な回答を導くシステムである その中でシ
ステムの新たな形態として対話を理解し 回答ができる
対話型質問応答が期待されている ここで対話型質問応
答とは 「日本の首相は誰ですか。」という質問に続く
「何歳ですか。」のような関連する質問群に答えられる
システムである 質問応答システムの評価型ワークショッ
プ では 対話理解を模し このような
照応表現を含む関連質問群に答えられるシステムの評価
が行われた

で想定される質問応答は 幾つかのモジュール
から構成される複合的なシステムにより実現されること
が想定されている 特に 質問文に含まれる照応表現の解
析が重要である 一方で では 質問とそれに対す
る回答が含まれた公式ラン用のテストセットと照応表現
を代表的な先行表現に置き換えた参照ラン用の質問が提
供されていたが 各モジュール毎の性能評価を行うため
には 参加者が個別にモジュールの入出力を調べて独自
に評価する必要がある
そこで システム内の代表的な処理モジュールを想定

し その入出力に関する情報を のテストコレクシ
ョンに付与することにより モジュール毎の詳細な評価
をし 失敗解析を容易にする拡張テストコレクションを
構築する さらに に参加したシステムの評価を実
際に行いテストコレクションの有効性を確かめる

先行研究
関連質問群に対する質問応答

国立情報学研究所主催の評価型ワークショップ
では 一連の関連質問群 質問シリーズ に対し

回答を過不足なくリストにして返す質問応答 リスト型
質問応答 の評価が行われた には のシステ
ムが参加し そこで各種提案がなされた 提案された手法
は大別すると二手法に分けられる
一つは 文書やパッセージ 文書の断片 を検索する際

に 以前の質問に現れる語を加えるなどして 対象文書を
絞り込む手法である 例えば は 過去
の質問文の一部や質問の回答を「履歴」と考え 回答を
探索する範囲となるパッセージを その履歴との類似度
が高くなるように検索する手法を提案している
もう一つは 質問文中に現れる照応表現について その
先行詞で補完し 一問一答型の質問応答システムの入力
とする手法である は質問文における
参照関係を 代名詞によるもの ゼロ代名詞によるもの
修飾表現もしくは被修飾表現の省略によるものの つに
分類し 選択制限や文内での登場位置等の情報に基づき
先行詞を一意に決定している そして 得られた解釈に基
づき一つの補完質問文を生成 質問応答を行っている
本研究で構築したテストコレクションは 照応解析を

行う後者の手法のシステムを評価の対象としている

照応解析に情報源を利用した質問応答
川口ら は 関連質問群に対して照応解析を行った後

曖昧性の残る幾つかの補完候補から システムが内蔵し
ている情報源と補完候補との整合性を考慮して補完文の
決定を行うという手法を提案している このシステムは
節 で述べた に参加したシステムである 手法
で大別すると 質問文に対して照応解析を行う手法に分
類される
このシステムは 照応表現の検出 照応表現の補完され

た質問文候補群の生成 情報源と質問文候補との整合性
による補完質問文決定・回答の取得 次の質問のための
先行詞候補リスト作成の つの処理を行い 関連質問群
の個々の質問に回答する
情報源と質問文候補との整合性による補完質問文決定

は 回答スコア分布を考慮した 石下ら は 優先順位
型質問応答 の回答スコア分布により 入力された質
問の回答が適切に見つけられているかを判断することが
可能であると述べている これより 最も回答が適切に見
つけられる質問を 情報源との整合性がとれた質問であ
るとして補完質問文と決定している
本研究では 評価対象のシステムに上記のシステムを

選び 評価実験を行った

提案するテストコレクション
概要
システムの代表的な処理の想定

照応解析の処理は 照応表現 照応詞・ゼロ代名詞 を
検出する処理 照応表現の照応対象となる先行詞同定 次
の質問のための先行詞候補を収集する処理から構成され
ると想定した また これらの処理で生成した質問文を
一問一答型質問応答システムの入力として回答を取得し
次の質問の処理を行う という処理の流れを想定してい
る

テストコレクションが持つ情報
節 で想定した各部分処理の全てに対して その入

出力に関する情報をテストコレクションに付与しておけ
ば 多くのシステムで かつシステム内の各モジュールで
詳細な評価が可能となる
テストコレクションは以下のような情報を持っている
質問文 質問文

質問文の形態素解析結果

質問文の係り受け解析結果

補完情報 照応表現 先行詞の情報

補完した質問文の一例
なお テストコレクションは 形式で記述をして

いる テストコレクションの一部を図 に示す タグなど
それぞれの情報は 節 で詳しく述べる
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日付 デビュー
したのはいつですか。

いつですか。

副詞 いつ
判定詞 です
助詞 か
特殊 。

デビューしたの
は

名詞 デビュー
動詞 した
名詞 の
助詞 は

動作主
が

ゼロ

浜崎あゆみ

浜 崎 あ ゆ み が デ
ビューしたのはいつですか。

図 テストコレクションの一部

想定される利用方法
各モジュールが処理を終了する度に モジュールの出

力とそれに対応するテストコレクション中の正しい情報
を比較して評価することを想定している
また 照応解析を含む質問応答システムは複合的なシ

ステムであるため 途中の処理で失敗してしまうとそれ
以降の処理の失敗解析ができなくなる そこで 評価対象
処理の直前の処理まで正しく処理できている状態を再現
する システム内のある部分の処理を評価したとき 処理
が失敗していると判断すれば 失敗しているシステムの
出力を それに対応するテストコレクション中の正しい
情報と入れ替えて次の処理を続ける これにより 処理が
失敗した箇所を的確に見つけることができる

テストコレクションの情報の説明
ここではテストコレクションに含まれるタグなどの情

報について詳しく述べる
タグで囲まれている情報は 質問文 問当たりの

情報である ここの属性 の値は で決められ
た質問文 である
また タグで囲まれた文が質問文である

このタグ内の属性 の値は 質問文自身の である も
う一つの属性 は質問型である 図 では「日付」

であり 日付を問う質問であることが分かる
タグで囲まれた情報は質問文の係り受け解析

結果である 質問文を文節単位に分割し 文節同士の係り
受け関係を明らかにしている また 文節ごとに を振っ
てある 属性 タグ構造は構文木を模して木構造になっ
ており 外側のタグの文節ほど木の根に近い文節 受け
る側の文節 である 係る側の文節は タグ内
にある 属性 にはその文節の表層表現が入って
いる また ゼロ代名詞・ゼロ連体格代名詞が存在すると
き ゼロ代名詞・ゼロ連体格代名詞については節 で
後述 も その要素をノードにして木構造を作ってある

タグ内の タグで囲まれた情報は
対応する文節の形態素解析結果である 形態素毎に

タグで分割してある 属性 は形態素の品詞
情報である
その他のタグについては節 以降で述べる

補完情報 照応表現 先行詞の情報

質問が照応解析が必要な質問文の場合 補完に関する
情報は タグに入っている 図 参照
また タグには照応表現の情報

タグ とそれに対応する先行詞の情報 タ
グ の組が入っている 属性 によって この情報の組に
を付与してある 図 では一組の情報があることが分

かる また 補完が必要な照応表現の数だけ
タグが存在する

照応表現の情報
図 の タグには照応表現の情報が入ってい

る 属性 は照応表現のタイプである 照応表現のタ
イプは「ゼロ」 ゼロ代名詞・ゼロ連体格代名詞 「指
示詞・代名詞」 「名詞」 先行する表現を 一般の名詞
により参照している場合 の 種類に分類してある

ゼロ代名詞・ゼロ連体格代名詞
図 の照応表現のタイプはこれである タグ

にある属性 は タグのノードと対応づける
ための識別子である 図 の例では タグの
「 」のゼロ代名詞を参照すると
「 」に係ることが分かる また 属性

は質問文における意味役割を示す 属性 の値は
「連体修飾」 「動作主」 「道具」 「対象」 「源泉」
「目標」 「場所」 「時間」 「比較」 「相互」 「並
列」 「条件」がある 属性値「条件」は 照応解析の観
点では必要ないが 質問の回答を得るために必要な限定
表現を補完する場合に用いる
また 属性 は付加する助詞を示す 図 は 助
詞「が」が付加し 質問文中で「動作主」の働きをする
ゼロ代名詞の補完が必要な場合である
ゼロ連体格代名詞とは 名詞句に係る接続助詞「の」

が省略されたゼロ代名詞のことであり 磯江ら が検
出手法を提案している

指示詞・代名詞

指示詞・代名詞 そ
れ

藤村新一氏の発掘のねつ
造

図 指示詞・代名詞の補完情報
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ゼロ代名詞・ゼロ連体格代名詞との違いは 照応表現
が表層に現れていることである 図 の例は 質問 が
「 」の質問文「それが最初に発覚した
のは何という遺跡ですか。」の中に照応表現「それ」が
ある場合である タグの属性 と は
照応表現の位置情報を示す 質問文中の照応表現「それ」
が質問文「それが最初に発覚したのは何という遺跡です
か。」の 文字目から 文字目にあるということを示し
ている これは同一質問文中に同じ表層表現があった場
合 それらを区別できるようにするためである

一般名詞
先行する表現を 一般の名詞により参照している場合

がある 例えば
「日本で世界一周のクルーズをしているものには何があ
りますか。」
という質問文を
「日本で世界一周のクルーズをしている豪華客船には何
がありますか。」
と補完する場合である この場合 「もの」が先行表現
「豪華客船」を参照している
一般名詞や 例の「もの」といった形式名詞が補完の

対象となる場合は このタイプに分類する
タグの表現は 指示詞・代名詞と同じ形で

表されるが システムによっては検出モジュールが分か
れる可能性があるため 照応表現のタイプを分けてある

先行詞の情報
図 や図 の タグで囲まれた情報は 照

応表現に対応する先行詞の情報である 属性 は先
行詞が現れている質問文または回答の であり 属性

は 先行詞が質問文中のどこにあるかという位
置情報を示す
図 の例は 質問 が「 」の質問文

「それが最初に発覚したのは何という遺跡ですか。」の
照応表現「それ」に対応する先行表現が「藤村新一氏の
発掘のねつ造」であり この先行詞は「
」 属性 の質問文 文字目から 文字目 属性

にあることを示している
また 先行詞は単文節とは限らない 複数の文節から成
る場合はその文節間の係り受けの情報として属性
がある 属性 が「 」の場合 先
行詞「藤村新一氏の発掘のねつ造」の係り受け木構造は

を根とした木構造と同じ構造であ
ることを示している

ゼロ

フェニックスリゾート

図 先行詞情報
図 は 以前の質問の回答が先行詞となった場合であ

る 属性 の「 」は 質問 が
の回答であることを示す 回答に関す

る情報は の既存テストセットから得ている 同テ
ストセットには 加藤 の提案により 回答それぞれに
セット番号 回答番号 ランクの情報が与えられている
セット番号は回答群を識別する番号 回答番号は回答群
の要素を識別する番号であり 同意表現があった場合こ
れらの番号は同じになる ランクは「 」 「 」 「 」
の 種類あり の順にランクが高く詳細な回答で
あることを示している これらの情報が テストコレク
ション内の属性 の値にそれぞれ含まれてい
る

補完した質問文の一例
図 の タグで囲まれた情報は正しく補

完した場合生成する質問文である タグの質
問文を タグの補完情報で補完した結果で
ある 図 の例では 「デビューしたのはいつですか。」
という質問文に「浜崎あゆみが」を補完した結果「浜崎
あゆみがデビューしたのはいつですか。」という質問文
になる また 属性 で この正しく補完した質問文に
を振ってある

テストコレクションの構築
の全シリーズの質問文 シリーズ 計

問 に対し 節 で前述した情報がある拡張テストコレ
クションを構築した 形式で記述

評価実験ならびに考察
評価実験

のテストセット シリーズ 計 問 と
本研究で構築した拡張テストコレクションを用いて評価
実験を行った 評価対象のシステムとして 川口 の質
問応答システムを利用した 情報源として 年
年の毎日新聞 読売新聞の新聞記事計 年分を用いてい
る
また 本章では つの観点で評価を行っている
一つ目は 照応解析を含む質問応答に対する性能評価

である それぞれのモジュールがどのような出力をしど
のような精度だったかを分析する
川口 のシステムが有するサブモジュールのうち 照

応詞の検出 補完 ゼロ代名詞・ゼロ連体格代名詞の検出
補完 生成補完質問文群の回答取得 補完質問文決定 先
行詞候補群生成の つを性能評価した
この時 条件を変えて つの実験 実験 と実験 を
行った 実験 は モジュールの処理が失敗しているとき
失敗しているモジュールの出力を それに対応するテス
トコレクション中の正しい情報と入れ替えて次の処理を
続ける このように 評価対象処理の直前の処理まで正し
く処理できている状態を再現し 各モジュール毎の精度
を明らかにする 実験 は 質問 問を一通り処理した場
合を評価する 具体的には 次の質問へ渡す入力のみテス
トコレクション中の正しい情報と入れ替える 回答と決
定質問文がこれに相当する 質問 問毎の 照応解析から
回答取得まで全体の精度を見ることができる これらの
精度を表 に示す
二つ目の観点は 構築したテストコレクションに対す

る評価である システムの処理を正確に想定し それぞれ
を詳細に評価できるだけの情報があったか また テスト
コレクションを用いてシステムを実際に評価可能であっ
たかを 上記の実験 と実験 に基づき分析する
なお シリーズの最初の質問は照応表現が無いので 回

答取得の処理のみ評価する

実験結果
各実験 における結果を表 に示す 質問が多いた

め一部を抜粋してある 表 括弧がある箇所は実験
と で結果が違った部分であり 括弧の外が実験 中が
実験 である
表 は全シリーズ質問 問の結果を集計した値であ

る なお ゼロ代名詞・ゼロ連体格代名詞を「ゼロ」と示
してある
先行詞収集の数値は 分母が正しい補完に必要な先行

詞の数であり 分子がその中でモジュールが収集できた
先行詞の数である 照応詞やゼロ代名詞の検出再現率 補
完も同様であり 分母が正しい補完に必要な照応詞 ま
たはゼロ代名詞 の数であり 分子がその中でモジュー
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表 実験結果 一部抜粋
質問 先行詞 照応詞検出 照応詞 ゼロ検出 ゼロ 名詞句 質問

収集 再現率 適合率 補完 再現率 適合率 補完 検出 値 決定

表 実験結果 問集計
先行詞 照応詞検出 照応詞 ゼロ検出 ゼロ 名詞句 質問

実験 収集 再現率 適合率 補完 再現率 適合率 補完 検出 値 決定
実験
実験

ルが検出 または補完 できた照応詞 またはゼロ代名詞
の数である
照応詞やゼロ代名詞の検出適合率は 分母がシステム

の検出した数 分子がその中で正しく検出できた数であ
る
「名詞句検出」は先行表現により言い換えをすべき名

詞句 節 の「一般名詞」の項参照 の検出のことで
ある この処理は 評価対象システムに無い処理である
分母が補完が必要な名詞句の数で 分子がその中で検出
できた名詞句の数 となる である

値は システムが出力した回答リストに対する修
正 値である
また 質問決定の数値は 正しい補完文を選択できれば
選択に失敗すれば となる

評価対象のシステムについての考察
表 を見ると 必要な照応詞を完全に検出 再現率参照

できていることが分かる 一方 照応詞やゼロ代名詞・ゼ
ロ連体格代名詞の補完の精度が低くなっている これは
先行詞収集の精度の低さが影響したと考えられる
回答の評価は 実験 では 正しく補完した質問文に対

する回答を評価している 一方実験 では 補完失敗した
質問に対する回答を評価する場合がある このことから
実験 より実験 の方が 値が常に高いと予測でき
る
しかし が の質問文は 実験 では 値が
実験 では 値が となっている 表 参照

正しく補完できた質問文で求めた回答が間違っており
補完に失敗した質問で回答できていることが分かる こ
れは正しい照応解析による補完が 必ず正解を導き出す
とは限らないことを示している

テストコレクションについての考察
既存の のテストセットでは 値しか分か

らないが 本研究のテストコレクションにより 表 のよ
うな詳細な分析が可能となった
照応解析を含む質問応答システム内の代表的な処理モ

ジュールを想定し それぞれの処理結果を全てテストコ
レクション内の情報で性能評価することができた
また 節 のように処理毎の分析や 実験 と など

条件を変えた性能評価 質問毎の精度の比較 つのモジ
ュール処理結果の関連性分析などを可能にしたことは
このテストコレクションの利点といえる 求解精度と照
応解析精度の関連など 興味深い現象の観察ができた

また 実験結果は処理の成功した数だけでなく 失敗し
た数も評価でき いろいろな視点からの考察が可能であ
る 例えば 照応詞検出の処理では必要な照応詞が完全
に検出されているが 必要のない過剰な検出があった質
問がある このように テストコレクションの評価結果は
照応解析処理の失敗解析の際に 大きく役立つ

おわりに
本稿では 照応解析を含む質問応答システム内の代表

的な処理モジュールを想定し その入出力に関する情報
を のテストコレクションに付与することにより
モジュール毎の詳細な評価をし 失敗解析を容易にする
拡張テストコレクションを構築した
評価実験により 評価対象のシステムの各モジュール

を詳細に分析できることが確認された また 対象システ
ムの処理結果より新たな発見があった
本研究では に参加したシステムの一つしか評

価していない 多くのシステムを評価し その有効性を確
かめることにより テストコレクション内の情報が洗練
されていくだろう
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